
行
を
著
わ
す
、
故
に
幾
に
長
ず
」
(
「
太
史
公
自
序
L

〉
と
あ
る
ご
と
く
、
易
の

う
ち
に
五
行
を
も
含
め
て
理
解
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
『
史
記
』
は
貰
老
と
こ

の
五
行
を
も
含
め
た

「
易
」
の
思
想
に
も
と
づ

い
て
編
纂
さ
れ
て
い
る
が
、

『
史
記
』
全
健
の
構
想
は
易
と
道
論
(
道
家
資
老
)
と
を
翠
ん
だ
と
す
る
司
馬

談
が
打
ち
出
し
た
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
。

敦

埋

・
吐
魯
番
の
古
代
土
地
制
度
を
め
ぐ
っ
て

池

温

田
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中
圏
西
陸
の
敦
煙

・
吐
魯
番
二
地
方
に
つ
い
て
は
、
塑
富
な
文
書
資
料
の
解

讃

・
分
析
を
通
じ
、
正
史
以
下
の
侍
存
文
献
で
は
到
底
窺
い
得
ぬ
古
代
の
土
地

所
有
・
耕
管
の
具
穏
的
デ
l
タ
が
知
ら
れ
、
均
田
制
の
施
行
や
租
佃
制
の
質
態

な
ど
重
要
な
問
題
に
照
明
が
あ
て
ら
れ
多
く
の
議
論
が
集
中
し
て
き
た
こ
と
は

周
知
の
通
り
で
あ
る
。

近
年
新
出
文
書
も
加
わ
り
地
域
の
事
情
も
お
い
お
い
明
瞭
に
な
っ
て
く
る

と
、
雨
地
の
土
地
制
度
を
客
観
的
に
許
償
し
そ
の
地
方
的
特
質
を
正
し
く
位
置

付
け
る
方
向
が
笛
然
要
請
さ
れ
る
。
本
報
告
は
そ
の
た
め
の
さ
さ
や
か
な
こ
こ

ろ
み
で
あ
る
。

大
谷
文
書
の
欠
田
・
退
団
・
給
田
簿
等
に
よ
り
、
開
元
末
年
西
州
高
昌
豚
(
吐

魯
番
)
で
均
田
制
の
田
地
選
授
が
ひ
ろ
く
貫
施
さ
れ
て
い
た
と
認
め
る
遁
説
(
西

嶋
定
生
・
西
村
元
佑

・
仁
井
田
陸

・
堀
敏
一

・
楊
聯
陸

・
0
・、

H
a
f
z
Z
3等
)

に
劉
し
、
根
本
か
ら
疑
問
を
呈
し
そ
れ
を
屯
田
文
書
と
み
な
す
宮
崎
市
定
説
に

つ
い
て
、

今
日
の
知
見
に
立
っ

て
再
検
討
を
試
み
る
こ
と
は
、
こ
の
地
の
給
田

制
の
特
徴
を
理
解
す
る
に
有
盆
な
作
業
と
な
ろ
う
。

次
に
吐
魯
番
と
教
爆
の
土
地
制
度
の
差
異
(
回
種

・
租
佃
普
及
度

・
公
機
の

介
入
程
度
等
)
を
と
り
あ
げ
そ
の
背
景
を
考
え
て
み
た
い
。

な
お
敦
爆
で
は
八
世
紀
末
か
ら
数
十
年
間
吐
蕃
に
占
領
さ
れ
た
が
、
そ
こ
で

基
準
箪
位
ド
ル
(突
、
一

O
畝
)
に
よ
る
団
地
計
量
、
分
給
、

課
税
が
行
わ

れ、

後
の
錦
義
軍
時
代
の
文
書
に
頻
出
す
る
土
地
匡
劃
「
畦
」
の
記
載
に
ま
で

影
響
が
及
ん
だ
と
み
ら
れ
る
貼
も
、
敦
爆
の
土
地
制
度
の
特
殊
性
を
示
し
て
い

る。

一
六
八
六
年
の
マ
ド

ラ
ス
「
ブ
ラ
ッ
ク
タ
ウ

ン」

事
件
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重

松

イ申

司

一
六
八
六
年
一
月
、
マ
ド
ラ
ス
市
(
マ
ド
ラ
ス
パ
ッ
ト
ナ
ム
)
の
イ
ン
ド
入

居
住
匿
H
ブ
ラ
ッ
ク
タ
ウ
ン
で
、
突
如
諸
カ
l
ス
ト
集
闘
に
よ
る
ハ
ル
タ
ー
ル

(
一
勢
罷
業
)
が
起
こ
っ
た
。
こ
の
蜂
起
は

マ
ド
ラ
ス
の
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド

舎
一
粧
を
大
い
に
驚
か
せ
た
が
、
わ
ず
か
数
日
に
し
て
終
熔
し
て
し
ま
っ
た
。

世
間
時
東
イ
ン
ド
曾
祉
は

ゴ
ル
コ

ン
ダ
の
ム
ス
リ
ム
領
主
と
針
立
し
て
お
り
、

商
館
都
市
の
城
壁
構
築
の
必
要
に
迫
ら
れ
、

そ
の
費
用
捻
出
と
い
う
名
目
で
イ

ン
ド
人
に
針
し
て
新
税

Z
E認
、
H
，

Z
を
賦
課
し
た
。
こ
の
新
税
へ
の
反
射
が

蜂
起
の
愛
端
で
あ
っ
た
。
し
か
し
蜂
起
は
問
中
な
る
反
税
運
動
と
は
異
な
る
性
絡

を
持
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
新
興
都
市
マ
ド
ラ
ス
に
集
積
し

た
、
イ
ン
ド
人
商
人
及
び
織
布
工
を
中
心
と
す
る
ギ
ル
ド
蜂
起
で
あ
り
、
ギ
ル


